
3 ．評議員選考内規の改定について（大野委員長）
　評議員選考内規，評議員申請書，研究業績基準の改
定案が提出され，令和 2 年 2 月21日改定とし，承認さ
れた．

4 ．演題応募における倫理的手続きの対応について
　（成田委員長）

　前回の理事会で報告された学術集会への演題応募に
際しても，倫理審査を経た研究であることが求められ
る可能性が高くなったことについて，日本医学会に属
している学会の倫理審査への対応状況を調べた結果が
報告された．当学会大会の応募演題が倫理審査を受け
ているか否かの確認については，学会大会事務局では
なく，総務委員会が，状況を確認しながら調査方法を
策定することとし，継続審議となった．

【報告事項】
1 ．各種委員会報告
　 1 ）総務委員会（武政委員長）

　2022年栃木大会についての大会長候補者等に関す
る進捗状況が報告された．

　 2 ）編集委員会（後藤委員長）
　配布資料に基づき，「JPFSM」誌，「体力科学」誌
の投稿・掲載状況が報告された．

（ 1 ）「JPFSM」誌，「体力科学」誌の投稿・掲載状況
　＜投稿状況＞（2019年 9 月 1 日～2020年 1 月31日）
　・「JPFSM」誌：新規投稿17編（内海外 0 編）
　　※前年同期間：新規投稿20編（内海外 3 編）
　　・1/31現在，審査中＝ 9 編
　　　　　　　　（採択 6 編, 不採択 2 編）
　　※�受付不可 4 編（投稿規定に沿わない等で原稿

返却. 海外4編）
　・「体力科学」誌：新規投稿17編
　　　　　　　　　 （依頼教育講座含む）
　　※前年同期間：新規投稿29編
　　　　　　　　　（依頼教育講座含む）
　　・1/31現在，審査中10編
　　　　　　　　（採択＝ 2 編, 不採択＝ 5 編）
　＜発行予定＞
　　「JPFSM」誌
　　○Vol. 9, No. 2（2020年 3 月25日発行）
　　　掲載論文 6 編．
　　○Vol. 9, No. 3（2020年 5 月25日発行）
　　　掲載論文 6 編．
　　○Vol. 9, No. 4（2020年 7 月25日発行）
　　　2/1現在，掲載論文 1 編．
　　「体力科学」誌
　　○Vol. 69, No. 2（2020年 4 月 1 日発行）
　　　2/1現在，掲載論文 3 編．
また，査読に関する新機能について以下の資料に基
づき提案され，承認された．

（ 2 ）Editorial Managerでの「ORCID」ならびに
「Publons」との連携
・ORCID（Open Research and Contributor Iden-

日　時：2020年 2 月21日（金）午後 5 時30分～ 7 時00分
場　所：八重洲倶楽部　第 2 ・ 3 会議室
議　長：鈴木政登理事長
出席者：鈴木政登理事長，
　　　　碓井外幸，西平賀昭各副理事長，
　　　　武政　徹常務理事，赤間高雄，井福裕俊，
　　　　太田　真，大野　誠，後藤勝正，小山勝弘，
　　　　下光輝一，須田和裕，須永美歌子，田中喜代次，
　　　　中里浩一，永富良一，成田和穂，前田清司，
　　　　宮内　卓，和気秀文各理事，
　　　　清田　寛，小林康孝各監事，
　　　　徳田修司第75回大会長，
　　　　加藤　公第76回大会長
欠席者：栗原　敏，新開省二，竹森　重，浜岡隆文，
　　　　宮川俊平各理事，井上　茂，定本朋子各監事

【審議事項】
1 ．前回議事録の承認（鈴木理事長）

　理事会終了時までに訂正等がなかった場合には，自
動的に承認されることにした．

2 ．新規事業企画（案）について（鈴木理事長）
　前回の理事会で，肥満に関連する出版物と高年齢者
の健康問題に関連する出版物について，田中理事より
指摘があった．肥満問題に関しては肥満学会が，高齢
者の健康問題に関しては老年医学会がそれぞれ専門的
立場から対応している．もし，体力医学会が肥満問題
や高齢者の健康問題を取り扱うとすれば，その“オリ
ジナリティ”は何かを明確にしなければならない，と
いう意見に対し，そもそも体力医学会は単一の学会で
はなく，戦後，国民の健康が疲弊状態にあったときに，
医学に係る専門家だけではなく，体育や栄養に関する
専門家が集結し，人間の健康問題を把握するためにで
きた学会である．また，日本医学会に加盟している
129学会のうち肥満に関連する23学会が集結して，各
領域が横断的に肥満に関する対策ワーキンググループ

（WG）が設立された．肥満問題は単に内科学会や肥満
学会のみによる対応には限界があり，肥満研究に関連
する学会の協力の基に肥満および肥満症に対応しよう
という試みである．茨城大会のシンポジウムにおいて
も体力医学会，肥満学会，サルコペニア・フレイル学
会による合同シンポジウムが行われた．このように，
肥満問題や高齢者の健康問題は多領域の研究者の叡智
の結集によって解決可能な問題であり，体力医学会の
みの“オリジナリティ”によって達成される問題では
ない．肥満者増加を根本的に解決するためには，発育
期から青年期，中・高年期に到るまでの食事内容や，
日常の身体活動を含む生活環境変化への適正な対応が
求められる．肥満に関連する出版物については，研究
成果を結集し一般に分かりやすいように総括し，本学
会としての今年度末の 7 月31日までに素案を作成し，
理事会で提案し承認されれば，来年度当初に予算化し
実行したい，との説明がなされた．

一般社団法人日本体力医学会定例理事会（2020年 2月）議事録



tifier）（非営利団体ORCID.orgが管理）
・研究者と業績等を永続的にリンクさせるための

研究者統一ID
・論文投稿時に求められることが多いが，最近で

は査読時に求められることも
・Publonsの業績情報と同期可能
・Publons（現在はClarivate Analytics社のサー

ビス）
・研究者と査読実績をリンクされるためのID
・Web of Science Core Collectionの最新被引用数

を表示
・ORCIDと同期可能

　 3 ）学術委員会，広報委員会
　　（碓井学術委員長, 須永広報委員長）

　学会HPの学術刊行物紹介ページについて，HP上
に掲示板の様な形で刊行物紹介専用バナーを作り，
学会から紹介したい内容“メディカルフィットネス”
を閲覧できるように更新したことを配布資料に基づ
き報告された．

　 4 ）渉外委員会（永富委員長）
　国内，海外の大会等の報告と進捗状況等が報告さ
れた．

　 5 ）男女共同参画推進委員会（須永委員長）
　12月 9 日に開催された男女共同参画学協会連絡会
運営委員会について報告がなされた．

2 ．第74回（茨城）大会の報告
　（田中第74回大会長, 前田大会事務局長）

　資料に基づき，第74回（茨城）大会の決算報告がな
された．

3 ．第75回（鹿児島）大会の進捗状況
　（徳田第75回大会長）

　配布資料に基づき，大会の進捗状況について以下の
ように報告された．
会　場：鹿児島大学郡元キャンパス
会　期：2020年 9 月24日（木）～26日（土）
テーマ：チェストいけ！日本体力医学会
　　　　－健康長寿を支える体力医学の未来－

大会の進捗状況
①会場：鹿児島大学共通教育センター・稲森会館
②運営事務局担当者：株式会社CSS
③「趣意書」・ポスター，パンフレット作成，配布
　（郵送含む）
④後援団体決定： 5 団体
⑤「名誉大会長」決定
⑥組織委員会立ち上げ
⑦「学会ホームページ」のインターネット上公開
⑧プログラム編集を開始
　＊特別講演 2 題…演者交渉中
　＊教育演題 2 題…交渉中
　＊シンポジウムの公募中（12テーマ予定）
2020年 2 月29日（土）の正午まで（「学会案内第 2 報」
で告知済）

　　＊体力医学会学会賞受賞論文表彰と講演
　　＊ワークショップ（未定）
　　＊教育セッション「英文論文執筆のポイント」
　　＊ランチョンセミナー（ 3 セミナー）
　　　※ 1 つは，大塚スポーツ医科学賞講演を予定
　　＊評議員会・社員総会：
　　　 2 日目の昼食時間帯を予定
　　＊持久走大会コースの選定と距離計測
　⑨参加登録について告知

「学会案内第 2 報」で2020年 4 月 1 日（水）～ 7 月
27日（月）正午まで

　⑩学会役員委嘱状，座長委嘱状などの準備中

4 ．第76回（三重）大会の進捗状況
　（加藤第76回大会長）

　配布資料に基づき，大会の準備状況等について報告
された．
会　場：三重県総合文化センター
会　期：2021年 9 月17日（金）～19日（日）
テーマ：「知の継承と共有」
持久走大会コース：三重大学構内


